
【別冊資料】第 1 回魚沼市地域クラブ活動推進委員会

アンケート等のまとめ

１ 9/6 発行部活動地域移行だより

中学生
中学生保護者
中学校教員
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小学生保護者
小学校教員
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参加者回答
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部活動地域移行アンケート（中学校生徒）
R6.9

【地域クラブ活動に参加している生徒】
４ 学校部活動から地域クラブ活動にかわって、困っていることや不便なこと

・活動時間が夜のため、勉強する時間が少なくなり、寝る時間が遅くなった。

・送迎してもらえなかったり、活動に遅れることがある
・活動回数、時間が減った。
・活動回数、時間が増えた。
・人数が多くなり、レギュラーがとりにくい
・同じ学校の人の参加人数が少ない。他校の人と関わりにくい。
・自転車を停める正式な場所を教えてほしい。
・夜になると虫が出てきて嫌だ。
・指導者の指導が満足にできていない。怒るのはよくない。
・指導者によって言っていることが違う。

５ 学校部活動が地域クラブ活動にかわって、よかったことや助かっていること

・他校の人達とも交流ができて楽しい。コミュニケーション能力が高まった。
・人数が多くなり切磋琢磨できる。楽しんで活動ができる。チームが強くなった。
・指導者が専門的なことを教えてくれること。
・多くの指導者から教えてもらえること。
・練習の質が上がったこと。レベルが高いから質の高い練習ができること。
・技術、体力、筋力が向上した。
・休日練習の内容を平日練習のメニューに参考にして取り入れられること
・学校が終わってから少しゆっくりできる
・運動が好きになった。
・遠征等でいろいろな所に行けて楽しい。
・大会が終わっても引退せずに継続できるのでうれしい。
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６ 地域クラブ活動にかかわる要望や改善してほしいことを書いてください。

・練習量と時間を見直してほしい
・指導方法を直してもらいたい
・駐輪場を作って欲しい
・錬成会がしたい
・練習を始める時間を早めてほしい。
・練習時間を長くしてほしい。練習日を増やしてほしい。
・部活に戻してほしい。
・怒りすぎないでほしい。
・トイレが汚くトイレットペーパーがない。夏は、暑すぎる。冬は寒すぎる。
・もう少し計画をしてほしい

【地域クラブ活動に参加していない生徒】

４ 地域クラブ活動にかかわる要望や改善してほしいことを書いてください。

・進捗情報を定期的に何らかの手段で伝わるようにしてほしい。
・できれば地域クラブにしないでほしかった
・睡眠時間や学習時間、生活リズムが崩れるので夜にやらないでほしい
・練習の量を減らしてください。
・地域クラブ化を進めてほしい
・活動の回数を増やしてほしい。
・運動クラブ以外の文化系のクラブも充実してほしい。
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部活動地域移行アンケート（中学生保護者）
R6.9

２ お子さんは地域クラブ活動に参加していますか。

【お子さんが地域クラブ活動に参加している方】
２－２ 地域クラブ活動になったことで特に困ったこと（一部は「５」に記載）

・送迎、年会費の負担が大きい。
・人数が多くなったため、試合に出られない。指導者の目が行き届いているか不安。
・ユニフォーム等を新チームで作るための経済的負担
・広域になったことで合宿や遠征などスケジュールの調整が難しい。練習予定などを前もって教えてほしい。
・生徒会費など学校からの予算がいずれ使えなくなる。
・活動場所の設備や管理に差がある。（床の滑り、扇風機の設置、控室の確保等）
・地域移行に関する相談や要望の窓口がわからない。

２－３ 地域クラブ活動になったことでよかったことが ２－４ 送迎について

あればお書きください。

・競技経験のある指導者から指導を受けられ、指導者と
直接やり取りができる。
・３年生だから試合に出す、と言うような年功序列のよ
うなものがない。
・部員数が増え、他の学校の生徒との交流が広がった。
・チームとしてのレベルが上がった。

【お子さんが地域クラブ活動に参加していない方】
２－２ 地域クラブ活動に参加していない理由

【全員への質問】

参加したいクラブがない 39.3%
部活動でなければ参加しなくてよい 13.0%
送迎できない 4.3%
活動時間が合わない 4.3%
他の習い事と重なる 8.7%
まだ部活動でクラブになっていない 30.4%

保護者や家族の送迎 78.8%
保護者や家族等が送迎し都合
が悪いときは知人等に依頼

12.1%

公共交通機関 3.0%
徒歩または自転車 6.1%
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５ 意見等

・他の市町村は、まだほとんど地域移行していないのに、魚沼市はなぜ急いで地域移行しようとするのか。
・予定されていたクラブができないのは話が違う。新年度に向けて改めて設立について検討してほしい。
・選択肢が少なすぎて、選べない状況を改善して欲しい。 ・活動種目を増やしてほしい。
・初心者向けの団体もあると温度差が発生しなくていいと思う。
・指導者が体罰ないし暴言をしているときいている。子どもからアンケートをとるなどが必要。指導者をボ
ランティア意識にお願いしている運営は問題が多く感じる。
・その時のニュワンスにもよるが、学校の先生だったら言わなそうな言葉を指導者が発した時、子どもたち
がどう思って聞いているか心配になる時がある。
・指導者は生徒一人一人差別せず平等に指導してもらいたい。
・スポ少とクラブの指導者を兼任している場合、大会等が被った時に大丈夫か。
・余裕のある世帯にとっては会費は問題ないだろうが、低所得世帯にとっては厳しい。送迎を保護者に押し
付けるのもおかしい。日々の生活で精一杯の世帯があることを忘れないで制度設計をしてほしい。
・遠征が多く保護者の車で対応し費用も多く困っている。市のマイクロバスも利用できるが使用回数が決ま
っている。マイクロバスの使用回数を引き上げてほしい。
・普段の活動は保護者送迎でよいが、大会や練習試合は市からバスを出してもらいたい。
・地域クラブの年会費を市から一部負担してほしい。 ・地域化にするのなら市で全部してもらいたい
・各クラブの会費が市内統一という市の考え方はわかるが実情を加味してない。
・スポーツ少年団同様やりたい子だけやれば良いと思う。親が送迎できないというのは言い訳で、子どもが
やりたいと言えば親が協力し、何とかするのは当たり前だと思う。
・学校で活動しないのであれば強制的に地域クラブ活動を作る必要はないと思う。
・今まで教員の負担で成り立っていたので、保護者等に負担がかかっても仕方ない。負担したくないなら、
参加しない選択でいい。全ての生徒への支援ではなく、活動したい生徒を支援すればいいのではないか。
・クラブ活動は本人や家族が好きでやらせているので、市が負担することは無い。
・親の意識が変わらないと夜間の練習の送迎などできない。小学生のうちから親も子も地域クラブへの下地
を作ることが必須だと思う。
・テストや体育祭等の日程を統一する必要がある。大会、練習など人数が揃わなくなる。
・地域クラブをメインにしたいが、部活もあり活動時間が今までより長く子どもの負担になっている。「部活
＞クラブ」の活動方針が顧問にあるように感じ、戸惑うことがある。移行期間は柔軟に対応してほしい。
・クラブによっては始まってゴタゴタしているという声を聞く。子どもがやる気でいるのに、体制が整って
いないためにスムーズに活動できないことが無いよう対応してほしい。
・地域移行により教員の負担がいかに大きいかが分かったが、学校との関わりをなくしてほしくない。
・小学校のように授業の一コマ分活動する場が各学校であるといい。
・吹奏楽部は来年度から地域クラブへ移行予定だが、今後の方向性が不明瞭なため不安。
・今まで部活があった夕方の時間がもったいない。放課後の活動があるといい
・地域移行の活動だと夜型になってしまうので、夕方の時間に基本となる体づくりでもできたらよいと思う。
・地域移行で練習が減り、時間が夜になり、体力の低下や勉強時間が減る事が気になる。
・部活動の継続を望む。 ・費用の負担も増え、実際、このような地域移行だったらやめて欲しい。
・（市Ｐ連の）アンケートを、賛成とやむを得ないをまとめるのはおかしいと思う。
・アンケート結果を開示してほしい。
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部活動地域移行アンケート（中学校教員）
R6.9

【回答数59】
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４ 部活動の地域移行にかかわる意見、質問等

・市としての大きな方針が示され、市教育委員会の主導で他市町村に先駆けて取り組みが進んでお
り、教職員の負担は減少していると感じる。他市町村でも地域移行が進んでいくとよい。
・保護者の意識も変わってきているように感じる。
・指導員として関わる教員の負担は大きい。月の超過勤務時間が80時間未満という規定のため、
やりくりが苦しい職員もいる。また報酬額も実質もらう額が減っている職員もいるという声も聞く
ので、現在の制度では部活動をやりたい先生であっても地域移行に協力したくないという声がある。
・コーディネーターとしてつくる報告書の作業が本当に大変だという声が多い。
・学校部活動から地域移行の流れで、指導補助員及びコーディネーターとして関わっているが、移
行の場面で「教員がコーディネーターになることが望ましい」というような雰囲気を感じた。
・新しい体制に慣れないため教員の負担感が大きく、部活動の方が楽だった。
・生徒がけがをした時の対応をクラブで行うことや熱中症をはじめとして様々な配慮や対応が必要
なことをクラブ関係者に周知してほしい。
・活動時間帯が放課後から帰宅後になることで、生活リズム等への影響が心配。
・人間関係のトラブル等、対応が難しいのではないかと不安。
・地域クラブに関わりたいが、指導者の体制ができていると入りづらい。
・地域移行されず部活動を行っている教員の負担が大きい。
・今ある部活動が今後どうなるのか知りたい。
・公式大会、コンクール等の参加費やバス代の支援は継続されるのか。
・部活動が地域移行しても大会運営が教員によって行われるのであれば、一部の教員に負担が集中
する状況は変わらない。
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部活動地域移行アンケート（小学生）
R6.9

【参加すると回答した児童】

２－３ あなたが参加したい種目以外で、作ってほしいクラブを選んでください。（人）

【参加しないと回答した児童】

陸上競技 28 科学 9 ボッチャ 3 飼育 1 チアリーディング 1
バドミントン 25 サッカー 8 調理 3 プログラミング 1 ミュージカル 1
美術 18 男子バレーボール 7 体操 2 eスポーツ 1 スノーボード 1
吹奏楽 16 ダンス 5 ドッジボール 2 硬式テニス 1 キックボクシング 1
ソフトテニス 13 水泳 3 合唱 1 ボクシング 1 新しい種目は必要ない 29
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２－２－２ あなたがやりたい（つくってほしい）クラブを選んでください。

３ 地域クラブ活動にかかわる質問や意見を書いてください。

・地域クラブ活動をなぜ始めようと思ったんですか
・クラブ活動と部活の違いは何ですか？ ・地域クラブとは、どういうものですか。
・活動は週に何回ですか。 ・時間は何時ですか ・大会とかあるんですか?
・どこでやるんですか ・指導者は誰ですか
・遊びでやるのか、ちゃんとしたほうでやるのですか
・絶対にやらなくちゃいけないんですか？？ ・途中でやめられますか
・どんなクラブができるか。 ・お金は、かかりますか？
・たのしみです！ ・がんばりたいです！
・やるとしたら、楽しみです！！頑張ります！
・クラブでやりたいことをやれるのはいいし、自分で好きなことをすればいいと思います。
・キャプテンになれるように頑張ります。 ・扇の要になれるようにがんばりたい
・陸上競技を作ってください！！ ・バスケチームで要になりたい。
・ソフトテニスができれば参加したいです。 ・卓球がうまくなりたい
・アルペンは、どこでやるんですか ・スキーの場合は冬だけなのかが気になります。
・吹奏楽を増やしてください
・硬式テニスとバトミントンをいれてほしいです。 ・ラケットは配布されるんですか?
・サッカーをいれてほしい ・ダンスクラブがあるといいです。
・調理クラブができてほしい
・もっと色んな競技があればいいと思います。
・1年目はやらないで2年目にやるというのはどうなんでしょうか
・スポーツはできないし、楽器はできるけど、得意なのはピアノしかありません。そういう人でも・
一緒にできますか。
・テストの点がわるいと、地域のクラブに関わると聞いたのですが、本当ですか?
・ケガしたときどうするの？
・男女の制限はありますか
・地域クラブを教える人がいなかった場合は、どうします??
・どんな雰囲気なのかお手紙などで伝えてくれるとうれしいと思う
・お金があんまりかからない楽しい活動がいい
・地域と関わるのはいいと思います
・県外の人との活動はできますか。
・回数をなるべく多くしてほしい ・活動の回数を多くて週４回にしてほしい
・同じ学校の人が入ってくれるとうれしいです。
・交流の場、みんなと仲良くなれる

美術 20 バドミントン 11 サッカー 5 合唱 2 マウンテンバイク 1
科学 19 吹奏楽 10 ダンス 3 プログラミング 1 新しい種目は必要ない 33
陸上競技 12 ソフトテニス 7 男子バレーボール 3 ボッチャ 1
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部活動地域移行アンケート（小学生保護者）
R6.9

 

 

 

 ４ 地域クラブ活動について、ご意見等があればお書きください。

・地域移行に伴い、学校教育課の動きが悪いと言う声を耳にした。市のお知らせの文面とは異なる
内容だったりすることもあった。地域移行に携わると言うことは、市民からの評価もついて回ると
言う事を認識していただきたい。
・子どもたちがクラブ活動をできるよう、送迎のしくみができるように市で考えてほしい。
・保護者負担1回500円は高い。今まで放課後すぐに活動できていたものが、夜7時からの開始で、
それでなくとも負担であるのに、送迎もしなければならないのは、時間的にも経済的にも不可能。地
域クラブに移行するのであるならば、市が責任を持って子供たちの活動、経験の場を保証しなければ
納得いかない。学校における地域の活動で、地域や経済的理由で格差が生まれてはならない。
・送迎片道1回500円とすると往復で1000円、1カ月15回練習があるとすると15000円の負担は大
きいのでクラブを諦める家庭もあり得る。1カ月交通費だけでそんなに払うなら月謝を払ってどこか
習いに行った方が安いので地域クラブの意味が無い。1時間も待ち時間があるなら冬はきつい。
・経済的理由や送迎ができないことで、参加したくてもできない子どもが出ない方法を考えてほしい。
・地域クラブに所属する際の年会費の市からの負担があると助かる。
・下校時間に合わせて学校に迎えに来てもらえると良い。
・市内で格差が出ないようにしてほしい。
・保護者にも子供にも負担のないのもを望む。
・子どもは小学校6年時にスイミングがなくなり市外に通っていた。定期、バス、時にタクシー、電
車が止まれば送迎し、親子共々かなりの負担があった。負担や待ち時間があると長くは続かないので、
子ども達がやりたいことを長く続けるには、待ち時間や負担はできるだけ少ない方が良いと思う。
・部活動にはなかった絵画、ダンス、プログラミング等もできるとよい。
・中学から始める子が入れる初心者向けのクラブも必要だと思う。
・勝ちたい子供、楽しみたい子供が選べるチームがあるといい。
・子供たちが好きな種目を自由にでき、大会にも出れるようなクラブにしてほしい。
・親にとっても子供にとっても負担が少なく楽しく活動できる地域クラブを望む。
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し、地域全体で利用させる

で、送迎できる時は、できる限りすると思います
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なく、1カ月当たり
500円～1000円くらいなら利用するかもしれません



・人数が多くなると出場できる生徒が限られてくるので学校単位の活動がいい。
・部活の時はテスト前に休止期間が設けられていたが、地域クラブではテスト前に休みづらくなるの
ではないかと心配がある。
・移行後のイメージがわかないので、保護者への負担や子どもたちの生活がどのように変わるか等を
まとめた資料を頂きたい。
・夜の活動になると寝る時間が遅くなり、寝不足や朝起きれるかが心配。
・子供の通う学校の体育館やグラウンドでクラブができればそれにこした事はない。
・地域移行は、人口減少や教員の働き方改革のために必要なことだと思う。魚沼市が子育ての町日本
一を目指すのであれば、行政の責任で市内の全ての子どもたち参加できる体制を整えるべきだと思う。
・少子化が進んでいるので、早めに対応してほしい。
・市、学校、保護者が協力して運営を助ける体制作りをしてほしい。理想はボランティアではなく、指
導者もひとつの職業として成り立つようになってほしい。
・送迎の保護者の費用負担は仕方がないと思う。
・専門の指導者がいて、子どもたちがやりたいのであれば会費等を徴収してやってほしい。
・部活動は必ず加入するという認識だった。地域以降後は希望者が加入でよいのか。
・学校で活動しないのであれば強制的にクラブ活動をする必要もないと思う。
・ブラスバンドは堀之内小のみ活動しているが、今後は魚沼市全体での活動になるのか。
・指導者の確保はできるのか、各中学校への配置は平等にされるのか、送迎の問題より不安。
・スポ少の指導者がクラブの指導者を兼任する話があるが、大会が被ったりするとどちらかが疎かに
なることが心配なので、スポ少とクラブのスタッフは分けてほしい。
・運動以外に地域に根差した踊りや太鼓など文化芸能のクラブも検討して欲しい
・子どもたちが楽しく活動できる環境を作っていただきたい。部活から得るものはたくさんある。
・親だけでは、仕事のため送迎は難しい。
・バレーボールクラブ立ち上げが中止となったようで大変残念。人数が集まらないと立ち上げすらで
きないのはなぜか。クラブ自体がなければ、集まる人さえ集まらないのではと思う。
・保護者が対応ができない事が理由でやりたい事を諦めなくて済むようなサービスがあると本当に助
かる。ある程度の費用負担はやむを得ないと思うが、学校教育の地域移行なので行政の措置もできる
限り検討願いたい。
・他にも兄弟もいて、あちこち送迎は負担がありすぎる。
・部活動ができるように再度考えてほしい
・子どものために市がバスなどを出して送迎するべきだと思う。
・保護者も負担するべきだと思うが、住みやすい市を目指すなら市が負担を考えべきと思う。このま
までは、益々子供が減りかねない。外に出て戻って来ないような魚沼市にしないでほしい。
・地域移行によって、子どもが活動したいものが制限されないようにしてもらいたい。一番の問題は
送迎だと思う。送迎してもらえないから通えない、子どものために保護者も就労を制限しなければな
らないといったことがないようにしてもらいたい。
・送迎関係なく本人がしたいと思う活動をやらせたい。毎月の会費等の負担も減るとありがたい。
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部活動地域移行アンケート（小学校教員）
R6.9

２ 部活動地域移行について、小学校教員の立場での疑問や意見等（回答数84)

・教員の仕事軽減につながると思うので、ありがたいと思う。
・部活を楽しみに学校に行く生徒がいる時代は終わると感じた。
・送迎ができない、会費が払えない等の理由で活動に参加できない子どもが出ないことを願う。
・中体連主催の大会等は、地域移行後どうなるのかが疑問。
・新規のバレーボールクラブは、希望者が少なかったために作らないことになったが、希望した生徒
はやりたいことがあるのに、やる場所が与えられないのは酷だと思う。
・当校では学校としての部活動は特設となっているので、年間の活動として地域がクラブを運営して
くださると、子どもたちの選択肢が広がりありがたい。
・より専門性の高いことを子どもにも伝えられ、技術向上になると思う。
・中学校教職員の負担感が少なくなると同時に、部活動を一生懸命したい生徒が実行できるように、
環境整備を整えていただきたいと思います。
・地域以降で活動時間が遅くなると、子どもの生活リズムが一層の乱れる気がして心配。
・地域移行により教員の業務が増えないようにしてほしい。
・教員の負担が減るのはよいが、子どもの選択の幅を狭めたり、家庭の事情で格差が生まれたりする
ことは避けてほしい。
・昨年度6年生を担任した際に、種目によって地域移行の時期が違い、保護者が混乱したケースがあ
った。地域移行のスケジュールを分かりやすく示してほしい。
・下校後にクラブに行くことになるので、保護者が大変だと思う。
・学習時間の確保が難しくなると思う。
・教員にとっては、放課後の時間を有意義に使えると思う。
・クラブに参加しない子どもが時間を持て余し、生徒指導上の問題が増えることが心配。
・地域移行には賛成だが、配慮が必要な子どもの対応でクラブと学校との情報交換が必要になる。
・小学生のスポ少と中学生のクラブの連携をしっかりとるべきだと思う。
・部活動地域移行の実施時期を県内市町村ごとに表にして、分かりやすく見えるようにしてほしい。
・教員の負担軽減のため賛成だが、部活動でしか経験させられないことや、生徒が部活に向き合う姿
勢の見取りができなくなると思うと、残念な部分も多い。
・クラブの中で起きた人間関係のトラブル等の対応は、地域の指導者が指導を行うのか。
・小学校から中学校へ進学しても仲間の顔触れが変わらず、人間関係に変化がないことを心配してい
る。中学校で、他校生徒と一緒に活動できることは、生徒にとって良い刺激だと思う。
・部活動数や部員数が減少し、集団の中で人間関係を学ぶ機会の減少が極限になっている。魚沼市の
ように幼稚園、保育園、小学校、中学校と子どもの人間関係に変化が少ない地域ではその経験が顕著
に出る。地域移行だけでなく、小中学校の統合等でクラス替え可能な環境を作る必要があると思う。
・専門的な指導者のもとでクラブを行うことは賛成。目的が、体つくりや経験のためなのか勝負にこ
だわるのか、同じ種目でも選択肢があるといいと思う。
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・クラブの活動が好きな教員は参加してよいのか。
・指導者が見つからない場合はどうなるのか。
・地域移行で競技性や専門性が高まっていくと、中学生の自主的・創造的な活動であることが失われ
ないか心配。指導者に教えてもらうのではなく、やりたい仲間が集まって、お互いにどうしたらうま
く・強くなれるのか自ら考えていく活動であってほしい。
・中学生に指導者はいらないと思う。今は、様々な手段で自らより良くなるための方法を学べる時代
になった。自ら調べ、仲間と学び合い自分で練習方法を考えながら、自分の変化を認知していくこと
が思春期の中学生にとって最も大切で、自分だってやれば変われる、成長できると自ら実感すること
が自己肯定感や、活動の意欲になると思う。その経験は、必ず大人になったときに生きてくると思う。
・地域移行で、子どもたちの体力低下やスポーツ離れにつながらないか不安。また、指導者の人材が
豊富な都市部との格差も広がるのではないか。
・クラブ内で生徒指導的な対応はどうなるのか。
・地域移行後は、教員が大会役員にならないようにしていくべきだと思う。
・今まで小中連携で行っていた小６の部活動体験やクラブの魅力や意義を説明する場を設けてほしい。
・クラブに関わらない教員は今までの部活動の時間を自分の時間にすることができるのか。クラブに
関わる教員と関わらない教員に分掌や業務量など、仕事の差はあるのか。
・クラブになれば、専門的な指導をしてもらえるのでありがたい
・魚沼市に限らず、小学生のスポ少でも、保護者の都合や考え、負担等で参加できない子どもがいる。
中学生でもそのような子どもが増えないよう、参加しやすい環境を整えてほしい。
・指導者の指導方針が、学校教育で指導していることとズレていないか心配。
・指導者と生徒とのトラブルによって教員の負担が増えることはないのか。
・昨年度、６年生を担任していたが、保護者や子どもたちの関心は大きかったように感じるが、不安
に思っていた保護者が多かった。クラブの活動内容等、見えにくい部分が多いので丁寧な説明が必要
だと思う。
・事故等の責任の所在や、大会引率に教員も同行するのかなど、線引きがなかなか難しいと感じる。
・先生方の負担が大きく減るので賛成。クラブの種目が少ないのが残念。
・小学校段階で中学校の部活動についてどのように説明すればよいか。
・地域移行と全中大会の種目削減の関係がわからない。
・地域移行をするのに、「教員の負担を減らす」といって全中をなくしていくのが矛盾している。競技
によって全中から除外されることも差別のように感じます。
・教員の負担軽減、地域交流につながる良い活動だと思う。一日も早い移行を願う。
・家庭環境によってクラブに参加できない生徒が出てしまうことがないよう、行政の支援をお願いし
たい。参加の機会が均等に与えられ、格差が生じることがな無いようにしてほしい。
・中学校は部活動が地域移行しているが、小学校の課外活動については言及されていないので、なし
ならなしに方針を打ち出した方がよい。
・小学校の部活動も地域移行の対象としてほしい。
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魚沼市ＰＴＡ連絡協議会研修大会参加者の回答
R6.8.3(土)小出郷文化会館

自由記述より

・子どもがやりたい種目を選択でき、多様な種目を経験できるようにするため
・専門的な指導を受けることができる環境を持続的に確保するため
・専門の教員が少なく、専門性があっても異動のため継続した指導を受けるのが難しいため
・顧問をやりたくない教員が増加しているから
・外国同様の社会体育で生涯、地域で子どもから大人まで一貫して活動できるようにするため

賛成の記述より

・様々な理由で学校での部活動の継続が困難なのだから、魚沼市のようにはっきりと方針を決めて、積極的
に進めた方がよい。
・子どもの減少ですでに学校単位の活動、特に団体スポーツは限界になっている。
・どの学校にいても子どもの選択肢を広がり、均一に専門的な指導が受けられる。
・多人数の集団により子どものコミュニケーションの場となる。
・教員が本来の業務に集中でき、教員のなり手がこれ以上減らないように手を打つべき
・スポーツや文化活動に親しむための人材育成が今まで学校に依存し過ぎだった。
・今までのシステムに無理があるなら変えるしかない
反対の記述より

・保護者の送迎は負担が大きい。送迎ができない子どもは参加できない。
・地域の指導者や受け入れ団体の確保が難しい、またはいない。
・教員は子どもの授業の姿しか見れず、子どもと教員の距離が離れていく心配がある。
・部活動を含めて教員になったのに、部活動がなくなるとやりがいがなくなる。
・授業をしたいだけなら塾の講師なればよい。教員という職業のやりがいはどこにあるのか。
・学校生活の中に部活動があることが自然
・地域の負担が増えるだけで、教員のためだけの対策にしか受け取れない。
・持続可能な財源が確保されていない
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【自由記述より】

・保護者が送迎困難だと子どものやりたい種目をさせられない事になりかねない。
・活動時間が夜に変わることでの生活リズムの乱れ、家庭学習への影響、睡眠不足等が心配
・技術指導だけでなく子どもの心の指導も指導者ができるのか心配
・指導者によっては、勝つことへのこだわりが強く同じメンバーばかりが出場してしまいそう。
・競技志向でない子どもにはどんな指導をどこまですればよいのかわからない。
・レクリェーション志向の子どもが参加できるようにしてほしい。
・生徒指導面で学校とクラブとの連携がうまくいくのか。
・いじめなどのトラブルはつきもの。対応、指導などは高い専門性が必要。
・冬季や屋外競技など、年間を通じて活動場所がかくほできるのか。
・部活動は教育課程外の課外活動だが、競技力、人間力、人間関係等目指すものが不明確だった。上位大会
はクラブチームで目指すべき。地域クラブでも何を目指すのかを議論し、みんなの考えをそろえるべき。
・現状、スポーツだけに偏っており、文化部が取り残されている。
・教員にとってのメリットだけで、子ども、保護者、地域にとってプラスの面がない
・部活動を活かした生徒指導や教育効果が得られなくなる。
・クラブ内で起きたトラブルはクラブ内で適切に対応していかなければならない。
・部活動並みの練習量が確保できなくなる。
・地域クラブ化で参加する子どもが減ると、体力が低下してしまうのではないか。
・魚沼市にやりたいと思える地域クラブがなかったらどうしたらいいのか。
・まだ地域クラブ化されていない種目はどうなるのか。
・過去2回地域移行が失敗しているが、その課題整理はしているか？
・賛成というよりは、致し方ないかと。できるなら、国がきちんと財政面、人材面で補助をして、教員の負
担を減らす形で学校で部活動ができるのが理想。
・そのスポーツの芽が地域から消えるのを良しとするのか、疑問が残る。
・子供たちの意見も聞いて欲しい
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